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とおじいちゃん
県 湯西川

二富町立物宮F小学校 2年 桐 越 真 紀

この川は ,it来力I IJさ11ていて おじいちゃん力捉 湖につかっ
ているところを服影しました.お しいちゃんの英lJlをbFtり

たくて シャッターを,いしたところ に子に損ることができました。

使しいおじいちゃんを専敗のまなざして児つめる作者の顔が

,,かんできます。おじいちゃんが近 "で湖加減のよいた湯に

足をつける姿に逓やされまキ ヨを感じさせるたわら叫 rにまくり
上げたズボンカ舟itiえましく、白外な感じの写■にイトにがっていまキ
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□ 平家の里 □ 湯殿山神社湯西川は 利根川水系の一級河川
です 山深くにある沢や」UIがいくつ

も集まつて流れ 五十里湖で男鹿川

と合流する長さ約22 5kmの 川。

その水は 男 鹿川がら鬼怒川に流

れ込み さらには大河 利根川に 台

流していきま曳

平承のを人伝説にもとづいて 仁時の尊手を

再現した平家の打 チ giE根 の国家が窪ち

並じ 当 atの落人の生活風景を知 ることがで

=ま す さ 5[落 人 とが全べ たとされる お

モチを雌わえる場所もありまユ

場西川て温 "が 発電された時 壊の守 り神 `

して出刃=山 の現車山 l j  5とを'し て建立さ

れ ま しl .  軍 i  l H取 山 印社 か ら平気 の里

まで ヽ武1,お 拒tr山 はなどに効して棟り

=く 平家棺をliうJて騒わいま,

やモⅢヨF



川辺でなごむ人達
神奈川県 多摩〕

神奈川県コ!崎市立生回中学校2年 内田 軍

暑い日に、大きな本の下で涼んでいる人がいたので写真を
提ってみました。

多摩川

回 摺 手押 歎 務 脱 班 翌 落 各 株 た温努髯悠こ
ま亮 涼しげで、栂やかで、体んでいる人に邪魔にならないJl離N
をおき、L子に振った作品でれ (大西先生)

□ 多層水道橋 □ 生回緑地
山梨県笠取山に始まり 山梨 東京
神奈川県を流れ 羽回雲着の脇で

東京湾に注ぐ―級河川であ 全長は
約 138(m 流 域面積はおよそ
1240(m2.流 域人日は425万 人
にのぼり 東 京 川崎の人口密実地
帝を元れる部会の川であ

ね江市和寝ど"崎 市富戸を結8,さ れ36 0

mの 虫しい2本のアーチ橋て 橋の下には■優
iO mの 水遭督が収gさ れています 名前は神

奈"県 の水を東京部に分水するために昭和

23年 に道じ■た水直臨に向来しまキ

多喜EE陵の一角にある川崎市内g大 の線の

ま「て 近くには生日tR地ばら死もありま革

経地内には日本民家□ 同 本太JF実 行億

伝統工=臨 ブラネタリウム 補形山騒室台

旨鶏日をどの櫛 使出さAて いまキ
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時間 (とき)を 忘れて
山梨県 芦安の'原

山梨県県立甲府城西高等学校1年山本 構太鯛

夕暮れいJ近の"は キラキラしていてとてもきれいでした。
いつまでも遊んでいたい弟やいとこ逆を振りました。

野昌川

高機生の作品のⅢですばfr4けた投lFl力があり、高いず1価を与え
られる。キラキラとしたたの具合も、全体的な継図もすばらしく

焼躍する子どもたちの難しいIjさをL手にとらえている。カープを対い
て手前に川輌t広くⅢlしているのもいい。(1リト先生)

自鳳渓谷 芦安温泉
声安の川原の西rHを流れま曳 日本

第 2位 の標高を持る高アルフスの

最高峰北岳の西に源を発し 間ノ岳
う`らは右俣沢を迎えます。下流約
25km地 点の荒川との出会いで早川
と名を変えた後 やがで富士川‖こ注
ぎます。

早Ⅲ上流 野目"け日谷を打して白ほ決谷と呼

れています 雨アルフスの密主 北富に近く

沢合におって高アルフス打道が定つていまi

は日山に重なるせんgこ こぅ言ぅ。取る山地

があり 10日 中旬-11月 上旬まて紅真が案し

めまチ

高アルフスのZ田 0と なる宮宮にある温ヨ

そ 周E3こは偏生市が茂り 高山伯幼も見5■

ます 山田にあく温泉としては大な自然環境

の中でゆった0と した崎を0こ tま す また

白想三Ⅲや88三 山を目指す0山 客の利閣

が多いのも特徴です



第27回  川 の写真コンクール

このコンクールは河川愛護思想の晋及と啓発をはかるため、首都

圏及びその周辺 (関東地方整備局管内)に居住する小学生、中学生及

び高校生を対象に、川の写真を募集しました。また、応募作品の中か

ら優秀作品の展示会を開催して、小 中 ・高校生のみなさんに河川に

対する理解と関心を高めてもらおうとするものです。

第2フ回 「〕‖の写真コンクール」には、小学校の部、中学校の部、

高等学校の部を台わせて過去最高の8,473点 の応募をいただきま

した。

今回のコンクールの実施要項

テ ー マ  川 の風景 (湖沼を含む)

募集期間 平 成 19年 フ月1日～9月 16日

審 査 員  大 西みつぐ 丹 地敏明 平 井買

催  国 土交通省関東地方整備局 ・財団法人河川環境管理財団

援  日 本放送協会 (NttR)・ 読売新聞東京本社

茨城県教育委員会 ・栃木県教育委員会 ・群馬県教育委員会

埼玉県教育委員会 ・千葉県教育委員会 ・東京都教育委員会

山梨県教育委員会 ・神奈川県教育委員会,静岡県教育委員会
全国小中学校環境教育研究会

賛  Kodok

主

　

後

協
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過去最高の応募数を記録

山梨県、静岡県を含む関東地方1都8県 の小 中 高校生のみなさんから募集した 「,‖の写真コンクーリ閉 。

2フ回目を迎えた今回の応募作品数は8,4フ8点 にのぼり、過去最高を記録 しました。第1回からの累計も

10万点を超え、歴史を重ねることに同コンクールはさらに広がりを見せていま曳

X第 25回 は記念コンクールとして開催され 初めて実施した一般の部の応募点数お`含まれています。
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栃木 103 トップは神奈川県

1言「8県の中で、応募作品が最も多かつた

のは神奈川県の2,325点 。全体の3書」近く

を占めました。第2位 は茨城県の1,922点、

第3位 は埼玉県の1,243点 と続き、上位3

県で全体の65%に 上りました。

ちなみに、昨年の トップは茨城県の

2,26フ 点、2位 は今回1位の神奈川県で

11456点、山梨県が313点 で3位でした。

群馬 56
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応募数は中学生が一番

応募作品のうち、部門別では中学生が断ト

ツ。学校を挙げて取り組んでいる中学校もあ

り、1校で1,000点 以上応募してくれた学校も

ありました。今回は小学生もがんばり、前年に

比べて約700点 も増えました。

学校数は小学校が増加

学校数の推移をみると、小学校が前年より

27%増 の149校 となり、応募人数も480人 増え

ました。中学校は前年より9校 少ない05校 となり

またが、応募人数は116人 増えています。高等

学校は学校数で09校 、応募人数で23人 減りまし

たが、応募点数は11300点台を維持しました。第
卸
回

第
２６
回

第
２５
回

第
伊
回

第
節
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上位入賞は女子が優位

金、銀、銅の上位入寅は小、中、高校の者言「門で0人すつ。

多く、男子は1人だけでした。中学生も4対 5で女子が優位。

全体では女子1フ人、男子10人となりました。

このうち、小学校の部は女子が圧倒的に

高校では5対 4と 男子が健闘しましたが、

デジタルカメラが主流

撮影カメラのうちわけをみると、金、銀、銅の上位入負者2フ人のうち、デジタルカメラで撮影した

児童、生徒は23人 、フィルムカメラの使用は4人 だけでした。デジタルカメラが圧倒的な勢いをみせてお

り、フィルムカメラにこだわる写真愛好家の奮闘を期待したいところであ


